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1. は じ め に

あらためて指摘するまでもないことであるが、もはや
World Wide Web は携帯電話からでも使えるごくあり
ふれた情報システムとなってしまった。本稿ではそんな
Webについて、誰もが知っているようでいて実は知らな
いかもしれない話を集めてみた。本稿が（編集者によって
ボツの宣告をくだされることがなければ）掲載されるは
ずの情報科学会誌はまじめで役に立つ情報が満載である
ので、あまり役に立たない話題で気分転換をしたくなっ
たときにでもお読みいただければ幸いである。

2. クモの巣の話

World Wide Web という長い名前の頭文字をとれば
WWWであり、実際にこのように表記されることも頻繁
にあるが、声に出して「ダブリュ・ダブリュ・ダブリュ」
と言うのは「ワールド・ワイド・ウェブ」よりもかえっ
て面倒である。筆者の周囲を観察する限り、単に「ウェ
ブ」と言う人がほとんどのようである。本稿でも特に必
要がなければWebとしか書かない。

Webとは何かをまじめに説明すると、概ね次のように
なる。Webとは互いに結び付けられた電子的な文書すな
わち「ページ」の集まりである。ページとページの結び付
きを「ハイパーリンク」あるいは単に「リンク」と呼ぶ。
読者はリンクを辿りながらページ間を簡単に移動（遷移）
することができる。このようなシステムを世界的な規模
で実現したのがWebである。云々。
この説明ではさっぱりわからないという人は、まず地

球儀を頭に思い浮かべてほしい。そして、この地球儀の
あちこちに多数の点をうってみる。この点の一つ一つが、
Webのページである。次に、点と点を結ぶ線をひいてみ
る。すると、地球儀に網をかぶせたように見える。人に
よって網ではなくクモの巣に見えるかもしれない。それ
がWorld Wide Web（世界規模のクモの巣）という名前
の由来である。ただし、この名前は実際に世界規模にな
るよりはるか以前に付けられたものである。その当時は
ヨーロッパにわずかな数の点があっただけにすぎず、地球

儀の上に線を引いてみても到底クモの巣には見えなかっ
たであろう。今や、世界は巨大なクモの巣によってから
めとられてしまったと言うべきであろう。

3. ねずみと桃源郷の話

Webの前史はバネバー・ブッシュの memex（メメッ
クス）というシステムにまでさかのぼる。ブッシュは第
二次世界大戦中には原爆プロジェクトを指揮したことも
ある大物科学者である。その頃のエピソードはコミック
[1]にもなっているので、興味のある向きはご一読された
い。彼は 1945年に発表した論文 [2]において、人間の記
憶を拡張するmemexの構想を示した。memexは、（現
在のWebのような）コンピュータネットワークを基盤と
する情報システムではなく、マイクロフィルムを利用し
た個人用の記録・情報検索ツールである。memexを使え
ば、あらゆる情報をマイクロフィルムに記録させ、あと
で検索することができる。また情報項目同士を結びつけ
ることができる。これはまさにWebの元祖的なアイディ
アである。ただし、ブッシュ自らが memexを実際に動
くシステムとして作り上げることはなかった。

若い頃にブッシュの論文を読んで感銘を受けたダグラ
ス・エンゲルバートは、スタンフォード研究所（SRI）に
おいて 1962年から人間の知的能力を増幅するシステム
の研究開発を指揮し [3]、1968年にその成果としてNLS
というシステムを発表した [4]。この発表においてエン
ゲルバートが NLSを操作して見せた様子は今日でもス
タンフォード大学のWebサイトで見ることができる∗1。
NLSはパーソナルコンピュータの原型と言えるシステム
である。また、複数のユーザが文書を共同執筆する機能
や、文書と文書を結び付ける機能も備えており、グルー
プウェアやWeb の先祖とも言える。
エンゲルバートはマウスの発明者としても有名である。
彼がマウスの仕組みを考え付いたのは 1963年で、当時
彼はこの装置を「バグ」（虫）と呼んでいた。マウスに関
する最初の特許が成立したのは 1970年であるが、1968

∗1 Doug Engelbart 1968 Demo.
http://sloan.stanford.edu/mousesite/1968Demo.html
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年のNLS発表のときにはすでにマウスはNLSの入力装
置として使用されていた。このマウスは裏面に設けられ
た二つの車輪で移動量を検出する仕組みになっていて、
ボール式でも光学式でもなかった。上面には 3個のボタ
ンを備えていた。

マウスという名称は、この装置の形状がねずみ（mouse）
に似ているところに由来する。確かに、人間の手に収ま
る程度の大きさの本体にコンピュータと接続するための
コードが一本くっついているマウスが机の上を左右に動
き回る様は、尾を持つねずみが走り回る様に似ていると
言えば似ている。ただし、現在ではコードレス型のマウ
スもあるし、さらには本体の形状がねずみには似ても似
つかないものもある。マウスの変種の多さは現実のねず
み以上かもしれない。

エンゲルバートとは別に、1960年代から重要な研究を
した人物としてテッド・ネルソンが挙げられる。ネルソ
ンが構想・設計したXanadu（ザナドゥ）ハイパーテキス
トシステム∗2は、世界的な規模であらゆる知識を文書と
して集積し、そのバージョン管理もこなし、リンク切れ
などというトラブルを発生させることなく他の文書と相
互に結び付け、誰もが自由に再利用できるようにし、し
かもそれに伴って発生するはずの著作権問題を解決する
ことができるシステムである [5, 6]。この説明でわかる
ように、Xanaduの開発は結局うまくいかなかったので
ある。しかし、ネルソンの構想は後続の研究に多大な影
響を与えた。その中の一つがWebである。

4. 小さなクモの巣とモザイクの話

Webの歴史は、1980年代にCERNのティム・バーナー
ズ・リーが、異機種のコンピュータ間でもアクセスでき
るようにリンクされた情報システムについての研究を始
めたところから始まる [7, 8, 9]。それ以前にもバーナー
ズ・リーは Enquire（インクワイア）というシステムを
開発したことがあったが、これは単独のコンピュータ向
けであり、ネットワーク向けではなかった。バーナーズ・
リーは Enquireをネットワーク向けに拡張した新しいシ
ステムの必要性を感じていた。

1990年にバーナーズ・リーは、NeXT社から発売され
ていた同名のコンピュータNeXT向けのものとして、最
初のサーバソフトウェア（Webサーバ）と閲覧用ソフト
ウェア（Webブラウザ）を開発した。この最初のWebブ
ラウザはマウス操作による閲覧機能のみならず作成・編
集機能をも備えており、その名もWorldWideWeb （途
中に空白が無い）であった。今や何の不思議もない名前
ではあるが、作っていきなり「世界規模」などと名づけ
るのはなかなかに気宇壮大と言うべきではないか。もし
かすると「Xanadu (桃源郷)」と同じ運命だったかもし

∗2 Project Xanadu. http://www.xanadu.net/

れないのに。しかし、研究者というのはこういう気概を
持っているべきなのであろう。

1991年にこれらのソフトウェアをインターネットで公
開されると賛同者が集まり始め、NeXT以外のコンピュー
タでも実行できるソフトウェアの開発も進んだ。1993年
にイリノイ大学のNCSAに在籍していたマーク・アンド
リーセンらがMosaic（モザイク）というWebブラウザ
を開発した。いまどきMosaicを使っている人間などまず
いないであろうが、当時はMosaicがWebの代名詞的存
在であった。Mosaicの普及とともにWebもいよいよ名
前負けしない広がりを持つようになった。その後、Web
ブラウザの主流争い、インターネットアクセスの普及を
後押ししたWindows 95の登場など、いくつものビッグ
イベントを経て現在に至っている。

5. 錨 の 話

Webブラウザを使っていると、ページの中に下線付き
青文字の単語を見かけることがある。これにマウスポイ
ンタを合わせると、マウスポインタは人差し指を立てた
手の形に変わる。さらにクリックすると別のページに切
り替わる（遷移する）。さて、この下線付き青文字のよう
に、クリックするとページ遷移が起こる部分のことを何
と呼ぶべきであろうか。

2節で述べた通り、ページとページの結びつきをリンク
と呼ぶ。このリンクの両端をアンカー（錨）と呼ぶ [10]。
前述の下線付き青文字はアンカーの一種である。ユーザ
はWebブラウザに表示されたアンカーを見ることによっ
て、そこにリンクがあるということに気づくことができ
る。また、マウスでクリックするなどの操作を行うこと
によって、リンク先のページへと遷移することができる。

リンクとアンカーは異なる概念であるので、両者を厳
密に使い分けるなら「読者はアンカーをクリックしてリ
ンクを辿る」などと言うべきである。しかし、実際には
「リンク」はアンカーの意味で使われることも多い。その
場合は「読者はリンクをクリックする」と言うことにな
る。筆者はGoogleとYahoo!で「リンクをクリック」や
「アンカーをクリック」などの言い回しを検索してヒット
件数を調べたことがある。その結果は表 1の通りであっ
た。この表から判るように、Web 標準の総本山とも言う
べきw3.orgにおいてすら「click on a link」（リンクをク
リックする）というような言い回しのほうが多い。Web
の普及によって、現在ではアンカーは極めてありふれた
存在であるにもかかわらず、その名称が正しく呼んでも
らえる頻度は非常に低いようである。

6. 卒 業 生 の 話

慣用的に、Webサイトやその中のページを指して「ホー
ムページ」と呼ぶことが多い。狭義の「ホームページ」
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表 1 様々な「～をクリック」を検索したときのヒット件数（2006年 3月時点、単位は件, ∗ は w3.org ドメイ
ン内のみ）

言い回し Google（日本） Yahoo! JAPAN

リンクをクリック 3,980,000 2,910,000
アンカーをクリック 15,600 12,000
アンカをクリック 624 454

リンクアンカーをクリック 157 83
リンクアンカをクリック 5 10
リンクラベルをクリック 14 6
リンク表示をクリック 117 79
リンクボタンをクリック 31,700 32,400
リンクアイコンをクリック 524 457
リンク画像をクリック 223 528

リンクテキストをクリック 358 324
リンク文字列をクリック 206 134

click on a/the link または click a/the link∗ 926 883
click on an/the anchor または click an/the anchor∗ 6 8

click on a/the link anchor または click a/the link anchor∗ 0 0

は、Webサイトの中で最初に見るべきページ（本でいえ
ば表紙に相当する）を指す。同義語に「トップページ」が
ある。また、広義の「ホームページ」はWebのページ全
般を指す。この場合、当該ページは必ずしもトップペー
ジであるとは限らない。IT関連書籍の題名や宣伝文句に
「ホームページ制作」などとある場合、その「ホームペー
ジ」は単にページという意味で使われていることが多い。
しかしながら、本来のホームページとは、Webブラウ

ザを起動したときに最初に表示されるページを指す。同
義語にスタートページがある。ちなみに、筆者の PC で
動作しているMicrosoft Internet Explorer 6.0, Mozilla
Firefox 2.0, Netscape Communicator 4.7、Opera 8.5
というWebブラウザそれぞれの設定画面を調べたとこ
ろ、いずれにおいても起動時に最初に表示するWebペー
ジは「ホームページ」と表記されていた。
ホームページを略して「HP」とする表記もしばしば見

られるが、これは IT業界内ではヒューレット・パッカー
ド社の略称として知られている。英語においては「HP」
は「ホームページ」の略としては通じないようで、「link-
free」などと一緒に「Glossary of Japanese Eng”r”ish」
というWebページ∗3でも紹介されている。筆者の手元に
ある小学館プログレッシブ英和中辞典第 3版（1998年）
は「World Wide Web」も「home page」も「link [イン
ターネット]」も「hypertext」も載せている辞書である
が、この辞書において「HP」は「horsepower」（馬力）
ないし「Hewlett-Packard」のこととされている。もっ
とも、「HP」も「リンクフリー」も日本語としてはすで
に定着した観もある。「OB」（「卒業生」を意味する old
boyの略、本来は略さない）などと同様であろう。

∗3 Glossary of Japanese Eng”r”ish.
http://kan-chan.stbbs.net/japanese.html
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